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【略歴】平成10年3月 東京大学工学部社会基盤工学科卒業 

平成 12年 3月 同大学院工学系研究科社会基盤工学専攻修士課程修了 

平成 12年 4月 財団法人 鉄道総合技術研究所 構造物技術研究部 研究員 

平成 19年 3月 博士（工学）（東京大学） 学術論文：大地震荷重下における擁壁の

動的応答及び背面地盤のひずみの局所化が地震時土圧に及ぼす影響 

平成 19年 4月 ＪＲ西日本 大阪工事事務所 京都工事所 亀岡派出所 施設管理係 

平成 20年 4月 財団法人 鉄道総合技術研究所 構造物技術研究部 副主任研究員 

平成 22年 4月 財団法人 鉄道総合技術研究所 企画室 副主査 

平成 24年 4月 公益財団法人 鉄道総合技術研究所 構造物技術研究部 主任研究員 

平成 24年 4月 東京理科大学大学院 理工学部 客員准教授（平成 30 年 3 月末まで） 

平成 26年 11 月 フランス運輸整備ネットワーク科学技術研究所(IFSTTAR) 客員研究員 

平成 28年 4月 公益財団法人 鉄道総合技術研究所 構造物技術研究部 研究室長 

平成 30年 4月 国立大学法人 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 准教授 

令和 5年 2月 国立大学法人 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 教授 

  

【資格】 

 技術士（建設部門、土質及び基礎）、平成22年5月取得 

 

【受賞】 

平成 11 年 12 月 平成 11 年 JC-IGS 論文奨励賞 

「補強土擁壁の地震時安定性に関する傾斜・振動台実験」、国際ジオシンセテ

ィックス学会日本支部 

平成 16 年 5 月 平成 15 年度「土と基礎」年間優秀賞 

「インテリジェントマテリアルを利用した基礎構造物の損傷検知手法の提案」、

地盤工学会 

平成 17 年 3 月 地盤工学会研究奨励賞 

“Behaviors of several types of model retaining walls subjected to irregular excitation

（不規則波振動実験による各種擁壁模型の地震時挙動に関する研究）”、地盤

工学会 

平成 18 年 12 月 平成 18 年 JC-IGS 論文賞 

「矢板補強を有するジオグリッド補強土擁壁の模型振動台実験」、国際ジオシ

ンセティックス学会日本支部 



平成 21 年 10 月 国際会議若手優秀論文賞 

“Shaking table tests on seismic earth pressure under large earthquake loads（大地震時

における地震時土圧に関する振動実験）”、地盤工学会 

平成 22 年 4 月 平成 22 年度文部科学大臣若手科学者賞 

「大地震時の地盤と土留め構造物の動的相互作用の解明の研究」、文部科学省 

平成 23 年 1 月 Best Geosynthetics International Papers for 2008 and 2009 

“A new type of integral bridge comprising geosynthetic-reinforced soil walls（ジオテ

キスタイル補強土擁壁を用いた新しいインテグラル橋りょうについて）”、

Geosynthetics International 

平成 24 年 6 月 平成 23 年度地盤工学会論文賞 

“Seismic earth pressure exerted on retaining walls under a large seismic load（大地震

作用下において擁壁に作用する地震時土圧について）”、地盤工学会 

平成 27 年 6 月 第 7 回 日本鉄道技術協会 坂田記念賞 最優秀賞 

「大地震および長時間の津波越流に対して粘り強い鉄道盛土構造の開発」、日

本鉄道技術協会 

平成 28 年 6 月 平成 27 年度地盤工学会論文賞 

「擁壁の地震時変位量評価手法と鋼矢板による耐震補強効果の検証 

―兵庫県南部地震の被害事例を対象とした解析的検討―」、地盤工学会 

平成 30 年 5 月 平成 29 年度土木学会論文賞 

「崩壊防止ネットと地山補強材による既設石積み壁の補強方法の開発」、土木

学会 

令和 4 年 6 月 令和 3 年度地盤工学会論文賞 

“Development of geosynthetic-reinforced soil embankment resistant to severe 

earthquakes and prolonged overflows due to tsunamis（大地震および長時間の津波越

流に対して粘り強いジオシンセティックス補強盛土の開発）”、地盤工学会 

 

 

【所属学会】 

平成10年3月 地盤工学会会員 

平成10年3月 土木学会会員 

平成10年12月 国際ジオシンセティックス学会会員 

 

【委員歴（国内）】 

・ 地盤工学会：土構造物の地震時における許容変形と性能設計に関する研究委員会 委

員（平成 16～19年度） 

・ 土木学会：コンクリート委員会 コンクリート－地盤境界問題研究小委員会 委員



（平成 16～19 年度） 

・ 地盤工学会：地山補強土工法の適用・評価に関する研究委員会 委員（平成 17～19年

度） 

・ 地盤工学会：Geotechnology for Natural Hazards 国内委員会 委員（平成 17～18 年度

度、平成 20～21年度） 

・ 地盤工学会：地盤設計・施工基準委員会 WG3 グランドアンカー メンバー（平成

20年度） 

・ 地盤工学会：Soils and Foundations 編集委員会 委員（平成 21～23 年度） 

・ 地盤工学会：平成 25年度版 土と基礎の設計計算演習（仮題）編集委員会 委員（平

成 25～26 年度） 

・ 地盤工学会：技能試験実施委員会 委員（平成 25年度～現在） 

・ 東京大学生産技術研究所：学位論文審査委員会 委員（平成 26年度） 

・ 日本大学工学部工学研究所：斜面崩壊の影響評価検討委員会 委員（平成 27年度） 

・ 東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）：鉄道土木構造物アセットマネジメント検討委

員会 土構造分科会 メンバー(平成 28 年度～29年度) 

・ 日仏工業技術会：鉄道交通委員会 委員（平成 28年度～現在） 

・ 日本技術士会：試験委員（平成 28年度～29 年度） 

・ 建設工学研究所：斜面防災・土構造物維持管理検討委員会 委員（平成 28 年度～29

年度） 

・ 日本道路協会：道路土工委員会 委員（平成 28 年度～29 年度） 

・ 国際協力機構（JICA）：インド国高速鉄道建設事業にかかる技術基準／設計支援委員

会 土構造分科会 メンバー（平成 28年度～29 年度） 

・ 日本鉄道施設協会：協会誌編集委員会 土木分科会 委員（平成 29年度） 

・ 青森県：青森県橋梁アセットマネジメント検討委員会 委員（令和 4 年度） 

・ 高圧ガス保安協会：令和 3 年度大規模地震に対する石油ガス岩盤備蓄基地の耐震性評

価委員会 委員（令和 3年度） 

・ 高圧ガス保安協会：令和 2 年度石油・ガス等に係る保安対策調査等事業 液状化地盤中

の杭基礎及び耐震設計設備の地震時挙動の評価等検討ワーキンググループ 委員（令

和 2 年度～現在） 

・ 地盤工学会：地盤設計・施工基準委員会 WG3 グランドアンカー メンバー（令和 2

年度～現在） 

・ 国土交通省：関東地方整備局入札監視委員会（第 2 部会）、委員（令和 3 年 4 月～現

在） 

・ 地盤工学会：Soils and Foundations 編集委員会 幹事委員（令和 3 年 6 月～現在） 

・ 東海旅客鉄道株式会社（JR 東海）：東海道新幹線土木構造物調査委員会 委員（令和

3 年 4 月～現在） 



・ 地盤工学会：ＩＳＯ国内委員会 ＴＣ２２１国内専門委員会 委員（令和 4年 4月～

現在） 

・ 中日本高速道路株式会社：高速道路地盤防災検討委員会 委員（令和 4年 8月～現

在） 

・ 鉄道建設・運輸施設整備支援機構：鉄道構造物の品質確保に関する検討会 委員（令

和 4 年 12 月～現在） 

 

【委員歴（海外）】 

・ Scientific committee for 2nd International Symposium on Railway Geotechnical Engineering 

(Georail2014, France, 2014) 

・ Scientific committee for 3rd International Symposium on Railway Geotechnical Engineering 

(Georail2017, France, 2017) 

 

【技術基準、設計関連出版物】 

1. 鉄道構造物等設計標準・同解説（土留め構造物）、鉄道総合技術研究所、2014.1（担当：

第 1～8章 pp.1-186） 

2. 鉄道構造物等設計標準・同解説（耐震標準）、鉄道総合技術研究所、2014.9（担当：第 12

～13 章 pp.165-184） 

3. 鉄道構造物等設計標準・同解説（土構造物）、鉄道総合技術研究所、2007.1（担当：第 2

章 2.7-2.9 pp.47-62） 

4. 鉄道構造物等設計標準・同解説 設計計算例 盛土補強土擁壁、2017. 

5. 鉄道構造物等設計標準・同解説 設計計算例 切土補強土擁壁、2017. 

6. 鉄道構造物等設計標準・同解説 設計計算例 抗土圧擁壁、2017. 

7. 鉄道構造物等設計標準・同解説 設計計算例 盛土・切土、2017. 

 

【著書、編書】 

・ 新しい補強土擁壁のすべて －盛土から地山まで－，総合土木研究所，2005.10（共著者：

龍岡文夫ほか、担当：第 I 編第 4章 4.4  pp.111-123、第 8章 8.2.4 pp.193-203） 

・ 地山補強土工法 設計・施工マニュアル、公益社団法人地盤工学会、2011.8（共著者：舘山

勝ほか、担当：第 5章 5.8 pp.92-95) 

・ Ground Improvement Case Histories (Compaction, Grouting and Geosynthetics): Design, 

Construction, and Performance of GRS Structures for Railways in Japan, Buddhima Indraratna, 

Elsevier, Chapter 23, pp.657-690, 2015 (共著者：龍岡文夫、担当：第 23 章) 

http://dx.doi.org/10.1016/B978-0-08-100698-6.00023-4 

・ Ground Improvement Case Histories: Bridge abutment made of cement-mixed gravel back-fill, 

Buddhima Indraratna, Elsevier Geo-Engineering Book Series, Vol.3, Chapter 29, pp.829-873, 2005 



(共著者：龍岡文夫、担当：第 29 章) 

・ 土と基礎の計算演習書、公益社団法人地盤工学会、2017.7（共著者：西垣誠ほか、担当：

第 5 章 5.1～5.4 pp.164-182） 

・ 土工構造物における性能設計の実務と展望、性能設計・土工技術検討会、2021.9（共著

者：三木博史ほか、担当：第 3 章、第 7 章） 

 

【査読付き論文（英文）】 

1.  Watanabe, K., Munaf, Y., Koseki, J., Tateyama, M. and Kojima, K.: Behaviors of several 

types of model retaining walls subjected to irregular excitation, Soils and Foundations, 

Vol.43, No.5, pp.13-27, 2003. https://doi.org/10.3208/sandf.43.5_13 

2.  T.N. Lohani, L.Kongsukprasert, Watanabe, K., Tatsuoka, F.: Strength and Deformation 

Properties of Compacted Cement-mixed Gravel Evaluated by Triaxial Compression Tests, 

Soils and Foundations, Vol.44, No.5, pp.95-108, 2004. 

3.  Watanabe, K., Koseki, J. and Tateyama, M.: Application of high speed digital CCD 

camera to observe dynamic deformation characteristics of sand, Geotechnical Testing 

Journal, ASTM, Vol.28, No.5, pp.423-435, 2005. https://doi.org/10.1520/GTJ12646 

4.  Nakajima, S., Koseki, J., Watanabe, K. and Tateyama, M.: Study on resistant mechanism 

of aseismic countermeasure for GRS wall and leaning type retaining wall, Journal of 

GeoEngineering, Taiwan Geotechnical Society, Vol.3, No.3, pp.121-129, 2008. 

5.  Nakajima, S., Koseki, J., Watanabe, K. and Tateyama, M.: A simplified procedure to 

evaluate earthquake-induced residual displacements of conventional type retaining walls, 

Soils and Foundations, Vol.49, No.2, pp.287-303, 2009. 

https://doi.org/10.3208/sandf.49.287 

6.  Tatsuoka, F., Hirakawa, D., Nojiri, M., Aizawa, H., Nishikiori, H., Soma, R., Tateyama, 

M. and Watanabe, K.: A new type of integral bridge comprising geosynthetic-reinforced 

soil walls, Geosynthtetics International, 16, No.4, pp.301-326, 2009. 

https://doi.org/10.1680/gein.2009.16.4.301 

7.  Shinoda, M. Watanabe, K., Kojima, K., Tateyama, M. and Horii, K.: Seismic stability of 

a reinforced-soil structure constructed after the mid-Niigata prefecture earthquake, 

Geosynthtetics International, 16, No.4, pp.274-285, 2009. 

https://doi.org/10.1680/gein.2009.16.4.274 

8.  Nakajima, S., Koseki, J., Watanabe, K. and Tateyama, M.: Simplified procedure to 

evaluate earthquake-induced residual displacements of geosynthetic-reinforced soil 

retaining walls, Soils and Foundations, Vol. 50, No. 5, pp.659-677, 2010. 

https://doi.org/10.3208/sandf.50.659 

9.  Koseki, J., Hong, K., Nakajima, S., Mulmi, S., Watanabe, K. and Tateyama, M.: Negative 

https://doi.org/10.3208/sandf.49.287
https://doi.org/10.1680/gein.2009.16.4.274
https://doi.org/10.3208/sandf.50.659


pore air pressure generation in backfill of retaining walls during earthquakes and its effect 

on seismic earth pressure, Soils and Foundations, Vol. 50, No. 5, pp.747-755, 2010. 

https://doi.org/10.3208/sandf.50.747 

10.  Watanabe, K., Koseki, J. and Tateyama, M.: Seismic earth pressure exerted on retaining 

walls under a large seismic load, Soils and Foundations, Vol. 51, No. 3, pp.379-394, 2011. 

https://doi.org/10.3208/sandf.51.379 

11.  Munoz, H., Tatsuoka, F., Hirakawa, D., Nishikiori, H., Soma, R., Tateyama, M. and 

Watanabe, K.: Dynamic stability of geosynthetic-reinforced soil integral bridge, 

Geosynthtetics International, 19, No.1, pp.11-38, 2012. 

12.  Tatsuoka, F., Munoz, H., Kuroda, T., Nishikiori, H., Soma, R., Kiyota, T., Tateyama, M. 

and Watanabe, K.: Stability of existing bridges improved by structural integration and 

nailing, Soils and Foundations, Vol.52, No.3, pp.430-448, 2012. 

https://doi.org/10.1016/j.sandf.2012.05.004 

13.  Taheri, A., Y. Sasaki, Y., Tatsuoka, F. and Watanabe, K.: Strength and deformation 

characteristics of cemented-mixed gravelly soil in multiple-step triaxial compression, 

Soils and Foundations, Vol.52, No.1, pp.126-145, 2012. 

https://doi.org/10.1016/j.sandf.2012.01.015 

14.  Shinoda, M., Watanabe, K., Sanagawa, T., Abe, K., Nakamura, H., Kawai, T. and 

Nakamura, S.: Dynamic behavior of slope models with various slope inclinations, Soils 

and Foundations, Vol. 55, No.1, pp.127-142, 2015.  

https://doi.org/10.1016/j.sandf.2014.12.010 

15.  Nakajima, S., Watanabe, K., Shinoda, M., Abe, K., Nakamura, S., Kawai, T. and 

Nakamura, H.: Consideration on evaluation of seismic slope stability based on shaking 

table model test, Japanese Geotechnical Society Special Publication, Vol. 2, No. 26, pp. 

957-962, 2015. https://doi.org/10.3208/jgssp.JPN-100 

16.  Kawabe,S., Kikuchi,Y., Watanabe, K. and Tatsuoka, F.: Model tests on the stability of 

GRS integral bridge against tsunami load, Japanese Geotechnical Society Special 

Publication, Vol. 2, No.68, pp. 2313-2318, 2016. https://doi.org/10.3208/jgssp.IGS-20 

17.  Watanabe, K., Sawada, R. and Koseki, J.: Uplift mechanism of open-cut tunnel in 

liquefied ground and simplified method to evaluate the stability against uplifting, Soils 

and Foundations, Vol. 56, No. 3, pp.412-426, 2016. 

https://doi.org/10.1016/j.sandf.2016.04.008 

18.  Watanabe, K., Nakajima, S., Fujii.K., Matsuura. K, Kudo.A., Nonaka, T. and Aoyagi, Y.: 

Development of geosynthetic-reinforced soil embankment resistant to severe earthquakes 

and prolonged overflows due to tsunamis, Soils and Foundations, Vol. 60, No. 6, pp.1371-

1386, 2020, https://doi.org/10.1016/j.sandf.2020.08.006 
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19.  Shinoda, M., Nakajima, S., Watanabe, K., Nakamura, S. and Yoshida, I.: Practical seismic 

fragility estimation of unreinforced and reinforced embankments in Japan, Geosynthetics 

International, 28, No.1, pp.48-64, 2021, https://doi.org/10.1680/jgein.20.00026 

20.  Abe, K., Murotani, K and Watanabe, K.: Development of MPM-MPS coupling method 

and numerical analysis of scouring of embankment caused by overflow, Journal of Japan 

Society of Civil Engineers, Ser. A2 (Applied Mechanics), Vol.76, No.2, pp.l-205-l-216 

2020 

21.  Watanabe, K., Nakajima, S., Fujiwara, T. Yoshii, K. and G. Venkatappa Rao: Construction 

and field measurement of high-speed railway test embankment built on Indian expansive 

soil "Black Cotton Soil", Soils and Foundations, Vol. 61, No. 1, pp.218-238, 2021, 

https://doi.org/10.1016/j.sandf.2020.08.008 

22.  Enomoto, T., Horikoshi, K., Ishikawa, K., Mori, H., Takahashi, A., Unno, T and Watanabe, 

K.: Levee damage and bridge scour by 2019 typhoon Hagibis in Kanto Region, Japan, 
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23.  Watanabe, K., Zafar, A., Tomita, M. and Nishikouri, K.: Three-dimensional dynamic 

behaviour of embankments on liquefiable ground, Géotechnique Letters, Volume 12 Issue 

1, March, 2022, pp. 1-5, https://doi.org/10.1680/jgele.21.00040 

24.  Watanabe, K., Kojima, K. and Kudo, A.: Influence of cyclic load on pullout stiffness of 

geogrid embedded in well-graded gravel, Geosynthetics International, 2022, 

https://doi.org/10.1680/jgein.21.00045 

25.  Matsuda, T., Kawajiri, S., Watanabe, Y. and Watanabe, K.: Investigation of river structures 

damaged at Chikuma river due to Typhoon No.19, October, 2019, Journal of Japan 

Society of Civil Engineers, Vol.10, pp206-212, 2022, 
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【査読付き論文等（和文）】 

1.  渡辺健治, 古関潤一, 舘山勝, 小島謙一、Yulman Munaf：補強土擁壁の地震時安定性に関す
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42. 渡邉健治：局所洗掘による河川橋梁基礎の不安定化および「遅れ洗掘」の発生メカニズム、

基礎工、Vol.50、No.6、pp.14-19、2022. 

43. 渡邉健治：地震時土圧、基礎工、Vol.50、No.7、pp.44-47、2022. 

 

【招待講演・基調講演等】 

・ 基調講演：Railways and natural hazards in Japan, 1st International Symposium on Railway 

Geotechnical Engineering (GeoRail2011), France, 2011 

・ 招待講演：History of railway structures in Japan and recent construction cost reduction technique from 

geotechnical aspect, International seminar on low cost railway infrastructures, KRRI, Seoul, Korea, 

2012 

・ 基調講演：Le Shinkansen : réseau ferroviaire Japonais à grande vitesse et ouvrages de Génie Civil

（和名：新幹線における土構造物）, THINK AND BUILT, Ecole des Ponts ParisTech, Paris, France, 

2015 

・ 招待講演：History of modern railway and development of Geosynthetics Reinforced-soil Structure 

for the Japan Railway, Workshop of Geosynthetic Reinforced Soil Structure、Manila, Philippines, 2016 

・ 基調講演：General overview of experimental studies on seismic stability of geosynthetic reinforced 

soil structures and recent research activity, 6th Asian Regional Conference on Geosynthetics,  

(GeoAsia2016), New Delhi, India, 2016 

・ 招待講演：History of Japanese railway and Development of Geosynthetics Reinforced-soil Structure, 

UK Chapter of the International Geosynthetic Society (Use of Geosynthetics in Rail: Towards 2025), 

York, UK, 2018 



・ 特別講演：RRR 工法の海外展開に向けた課題、RRR 工法協会、2020  

https://www.youtube.com/watch?v=1qx7-5dQsQ4&t=1195s 

・ 招待講演：Development of Geosynthetics Reinforced soil Structure for Japanese high speed bullet 

train“Shinkansen”, Initiative for Geotechnical Research & Innovative Practices (iGrip), IIT 

Gandhinagar, 2020. 

・ 招待講演：Key issues for developing GRS structures for Indian railway, iGrip2021 (Initiative for 

Geotechnical Research & Innovative Practices), Indian Institute of Technology (Gandhinagar) , 2021. 

・ 招待講演：Seismic performance of geosynthetic reinforced soil bridge abutment, 7th 

Asian Regional Conference on Geosynthetics (GeoAsia2022), Taiwan, 2022. 

 

【セミナー、ウェビナー、話題提供等】 

・ 山陰本線複線化工事における地盤工学的検討と今後の展望：JR西日本 大阪工事事務所セミナ

ー、2008 

・ 抗土圧構造物の地震時変形量算定法と設計基準への反映：平成 22年度神奈川県地盤工学セミ

ナー、地盤工学会、2010 

・ 大地震作用下において擁壁に作用する地震時土圧について：地盤工学シンポジウム、地盤

工学会、2011 

・ 地盤工学分野で今後取り組むべき実務課題：地盤工学とリスク共生Ⅱ（若手が考える地盤

工学の姿）、横浜国立大学先端科学高等研究院シンポジウム・シリーズ第 32 回、2017 

・ Recent Geosynthetic Reinforced Soil Structure in Japan, ジオシンセティックス補強土技術に関

する会議、インド貨物専用鉄道公社（DFCCIL）、インド、2017. 

・ Development of Geosynthetics Reinforced-soil Structure for Japanese high-speed bullet train 

“Shinkansen”, iGrip2020 (Initiative for Geotechnical Research & Innovative Practices), Indian 

Institute of Technology (Gandhinagar)，2020 

https://igrip.iitgn.ac.in/wp-content/uploads/2020/07/iGripWebinar-5-Presentation-Watanabe.pdf 

・ 令和元年台風第 19 号による河川橋りょう基礎の洗掘被害、第 8 回河川堤防技術シンポジウ

ム、土木学会 地盤工学委員会堤防研究小委員会、2020 

・ Key issues for developing GRS structures for Indian railway, iGrip2021 (Initiative for Geotechnical 

Research & Innovative Practices), Indian Institute of Technology (Gandhinagar), 2021   

http://www.rrr-sys.gr.jp/test/Watanabe_iGripWebinar_20210807%E2%80%972.pdf 

 

【発明・特許】 

・ 「鉄道信号システム、及び鉄道信号制御方法」（特許第 3888626 号、2006.12、主発明者） 

・ 「構造物外力検知装置、及び構造物の外力検知方法」（特許第 4039867 号、2007.11、主発明者） 

・ 「構造物外力検知装置、及び構造物の外力検知方法」（特許第 4039868 号、2007.11、主発明者） 

・ 「構造物外力検知装置、及び構造物の外力検知方法」（特許第 4076779 号、2008.8、単独発明） 

https://www.youtube.com/watch?v=1qx7-5dQsQ4&t=1195s


・ 「構造物外力検知装置、及び構造物の外力検知方法」（特許第 4039964 号、2007.11、発明者の一人） 

・ 「構造物外力検知装置、及び構造物の外力検知方法」（特許第 4039965 号、2007.11、発明者の一人） 

・ 「緊張材により鉛直圧縮力を加えた盛土構造物及びその構築方法」（特許第 4107429 号、2008.4、発明者の

一人） 

・ 「橋梁改築に伴う橋台の構築方法」（特許第 4167149 号、2008.8、発明者の一人） 

・ 「橋梁の構築工法およびその橋梁構造物」（特許第 4863268 号、2011.11、発明者の一人） 

・ 「軟弱地盤上への盛土の構築方法及びその盛土構造物」（特許第 4874739 号、2011.12、主発明者） 

・ 「地中構造物近傍の地盤改良方法」（特許第 5051752 号、2012.8、発明者の一人） 

・ 「軟弱地盤上への盛土の構築方法及びその盛土構造物」（特許第 5318918 号、2013.7、主発明者） 

・ 「液状化による地中構造物の浮上がり防止方法」（特許第 5382900 号、2013.10、発明者の一人） 

・ 「コンクリート構造物と補強地盤との一体化構造および一体化方法（特許第 5689357 号、2015.2、発明者

の一人） 

・ 「擁壁の耐震補強工法」（特許第 5977177 号、2016.7、発明者の一人） 

・ 「地山の安定性の評価方法、及び切土工事の情報化施工方法」（特許第 5649436 号、2014.11、単独発明） 

・ 「腹付盛土のための軟弱地盤改良工法」（特許第 6631944 号、2019.12、主発明者） 


